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報道関係者各位                                2025年 10月 30日 

 

車いすポートボール・デフフットサル体験会、出前体験会を通じて共生社会の実現へ 

ケイアイスター不動産が 

東京都立大学主催の各パラスポーツ体験会を実施 

 

ケイアイスター不動産株式会社（本社／埼玉県本庄市、代表取締役社長／塙 圭二、以下「当社」）

は、東京都立大学 健康福祉学部と連携し、パラスポーツ・デフスポーツの普及と障がいへの理解

促進を目的とした体験会を 2025 年 9 月～10 月にかけて実施いたしました。 

今回当社が講師を務めた体験会は、一般参加者向けの「通常体験会」2 件および教育機関向けの「出

前体験会」2 件の計 4 件です。講師として、東京 2025 デフリンピックのサッカー競技出場メンバ

ーであり、女子デフフットサル世界大会優勝経験をもつ当社所属のケイアイチャレンジドアスリー

トチームのメンバーも参加しました。 

 

 
左上から時計回りに：車いすポートボール体験会、デフフットサル体験会、 

立川学園出前デフフットサル体験会、武蔵丘高校出前デフフットサル体験会 
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【体験会「車いすポートボール体験会」「デフフットサル体験会」】 

名 称：車いすポートボール体験会 

開催日：2025 年 9 月 6 日 

会 場：東京都立大学荒川キャンパス体育館 

参加者：20 名 

主 催：東京都立大学 健康福祉学部 

講 師：ケイアイチャレンジドアスリートチーム（大嶋選手、森選手、橘選手、山本監督) 

内 容：競技用車いすの説明、車いす操作の練習、ドリブルやシュートの練習、車いすポートボー

ルミニゲーム 

 

名 称：デフフットサル体験会 

開催日：2025 年 10 月 4 日 

会 場：東京都立大学荒川キャンパス体育館 

参加者：20 名 

主 催：東京都立大学 健康福祉学部 

講 師：ケイアイチャレンジドアスリートチーム（川畑選手、岩渕選手、東海林選手、山本監督) 

内 容：デフリンピックや聴覚障がい・コミュニケーションに関する講和、伝言ゲーム、ドリブル

ゲーム、デフフットサルミニゲーム 

 

【出前体験会「立川学園」「武蔵丘高校」】 

名 称：立川学園出前デフフットサル体験会 

開催日：2025 年 9 月 16 日 

会 場：東京都立立川学園 

参加者：東京都立立川学園 聴覚障害教育部門 小学部４～6 年（重複学級児童含む）44 名 

主 催：東京都立大学 健康福祉学部 

講 師：ケイアイチャレンジドアスリートチーム（川畑選手、岩渕選手、東海林選手、山本監督) 

内 容：デフリンピックに関する講話、デフリンピッククイズ、ドリブルゲーム、デフフットサル

ミニゲーム 

 

名 称：武蔵丘高校出前デフフットサル体験会 

開催日：2025 年 10 月 10 日 

会 場：東京都立武蔵丘高校 

参加者：高校 3 年生 15 名 

体験会・出前体験会 実施概要 
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主 催：東京都立大学 健康福祉学部 

講 師：ケイアイチャレンジドアスリートチーム（川畑選手、岩渕選手、東海林選手、山本監督) 

内 容：デフリンピックや聴覚障がいに関する講話、ボッチャによる生徒・選手の交流、パス練習、

デフフットサルミニゲーム 

 

今回の体験会・出前体験会では、当社所属のケイアイチャレンジドアスリートチームの中から、大

嶋 義昭（おおしま よしあき）選手、森 紀之（もり のりゆき）選手、橘 貴啓（たちばな たかひ

ろ）選手、川畑 菜奈（かわばた なな）選手、岩渕 亜依（いわぶち あい）選手、東海林 香那（し

ょうじ かな）選手と山本 典城（やまもと よしき）監督が参加し講師を務めました。 

恒例の東京都立大学主催のもと、各体験会では参加者が普段なかなか触れることのないパラスポー

ツ・デフスポーツの世界に触れ、身体障がいや聴覚障がいへの理解を深めました。 

 

 

 

間近に迫った東京 2025 デフリンピックを前に、当社では今後もイベントや体験会を通じて、パラ

スポーツ・デフスポーツの普及や、障がいへの理解促進に取り組んでまいります。地域や教育機

関と連携し、スポーツを通じて誰もが輝ける社会の実現に貢献していきます。 

 

■ ケイアイチャレンジドアスリートチームとは 

「日本一挑戦するアスリートチーム」を理念とし

て、障がいを乗り越えるだけでなく、さらなる高み

を目指してチャレンジを続けるパラアスリート集

団として、2019 年 4 月に「ケイアイチャレンジド

アスリートチーム」を発足しました。 

現在は、9 名が所属しており「デフフットサル」、

「デフサッカー」、「ろう者柔道」、「車いすバスケッ

トボール」、「車いすバドミントン」の各競技で活躍

しています。 

トップアスリートとして高いレベルのトレーニングと競技を続けながら、社内研修の講師や商品開

発に携わるほか、イベントや体験会を通してパラスポーツ認知向上のための啓もう活動を積極的に

行っています。これまで、埼玉県本庄市を中心に県内外の企業や自治体、教育機関などと連携した

体験会やパラスポーツの冠大会を開催し、延べ 4,000 名以上の方々にパラスポーツを体験していた

だきました。 

公式サイト：https://www.athlete.ki-group.co.jp/ 

 

今後について 

 

https://www.athlete.ki-group.co.jp/
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■ ケイアイスター不動産グループとは 

「豊かで楽しく快適なくらしの創造」を経営理念に、「すべての人に持ち家を」をビジョンに掲げ、『高
品質、だけど低価格なデザイン住宅』を供給しています。 
仕入から販売までを一気通貫で行う、「KEIAI プラットフォーム」と「コンパクト戸建住宅」という独自
のビジネスモデルによって、分譲住宅市場シェアの拡大を図ります。 
事業エリアは、首都圏を中心に全国各地で戸建分譲事業を展開販売(※)しています。2025 年 3 月期
の売上高は 3,425 億円（※グループ連結数。年間 9,125 棟(土地含む)を販売）。 
 
【会社概要】 
社 名  ケイアイスター不動産株式会社（コード番号：3465 東証プライム市場） 
代 表  代表取締役社長 塙 圭二 
所 在 地  〒367-0035 埼玉県本庄市西富田 762-1 
資 本 金  4,818 百万円（2025.3.31 現在） 
設 立  1990 年 11 月 
従業員数  2,664 名（連結 / 2025.3.31 現在） 
U R L  https://ki-group.co.jp/ 
事業内容  分譲住宅事業、中古住宅再生事業、注文住宅事業、ストック事業、アパート事業、 
      収益事業、分譲マンション事業、海外事業 ほか 
【報道関係者からのお問合せ先】 
ケイアイスター不動産株式会社 広報室 広報課 

TEL：03-5299-7575  FAX：03-5299-7562 E-mail：press@ki-group.co.jp 

https://ki-group.co.jp/
mailto:press@ki-group.co.jp

